
８４日間の第２学期が本日で終了しました。

保護者の皆様、地域の皆様の支えのおかげで、子どもたち

も私たち教職員も、充実した８４日間を過ごすことができた

と思っています。

学習発表会などの大きな行事はもちろん、日々の学校生活

の中で、子どもたちはしっかりとがんばることができました。

もちろん、学級としても、学校としても、まだ課題は残されています。

ですが、一人一人の子どもたちには、その子なりの“がんばり"や“成長"をしっかりと感じること

ができました。

これが、私たちにとって、何よりもうれしいことです。

一人一人の子どもたちの“がんばり”や“成長”をしっかりと認め、励ますことで、３学期への

エネルギーを蓄えさせ、子どもたちといっしょに残された課題に向かいたいと思っています。

そんな思いをこめて、本日の終業式では、子どもたちにこんな話をしました。

２学期の始業式では「夢や目標をもち、それに向かって努力しよう！」という話をしました。

皆さん、夢や目標はもてましたか？

その夢や目標に向かって努力できましたか？

しっかりと夢に近づけた人、目標が達成できた人もいるでしょう。

まだ夢に近づけていない人、目標にとどかなかった人もいるでしょう。

でも、皆さんの担任の先生は、みんなが努力したことを知っています。

みんなががんばっていたところを、ちゃんと見ていました。

がんばったこと、よくなったところは一人一人ちがっていても、すべての人がしっかりと成長

しています。

大切なことは「夢に近づけたか,目標にとどいたか」ではなく、「努力できたか,がんばれたか」

ということです。

この冬休みには、２学期の自分のがんばりをふり返りましょう。

そして、３学期もがんばりつづけるための準備をしましょう。

「２学期のぼくのがんばりはどうだったかな？」

「２学期のわたしは、どんなところがよくなったかな？」

「今のぼくには、どんながんばりが必要かな？」

「わたしの夢のためには、何をがんばればいいのかな？」

ぜひ、おうちの人とこんな話をしてみてください。

３学期スタートの日には、夢や目標を胸に、がんばる気持ちを満タンにして、元気に登校する

皆さんの姿を楽しみにしています。

２学期の間のあたたかいご理解とたくさんのご協力に、心から感謝いたします。

ありがとうございました。

ご家族で充実した冬休みを、楽しい年末年始をお過ごしください。
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